
　
　
　
正
　
誤
　
表

『
教
育
小
六
法　

２
０
１
９
年
版
』
の
本
文
中
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
７
６
３
頁
「
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
」
第
四
十
三
条
の
五
を
次
の

よ
う
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

（
訂
正
前
）

　
〔
規
定
の
準
用
〕

第�

四
十
三
条
の
五　

第
三
十
九
条
の
規
定
は
公
開
講
座
に
つ
い
て
認
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
大
学
に
、
第
三
十
六
条
第
三
項
、
第
三
十
八
条
及
び

第
四
十
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
公
開
講
座
に
つ
い
て
認
定

を
受
け
た
大
学
に
、
第
三
十
六
条
第
三
項
準
用
す
る
。

（
訂
正
後
）

　
〔
規
定
の
準
用
〕

第�

四
十
三
条
の
五　

第
三
十
九
条
の
規
定
は
公
開
講
座
に
つ
い
て
認
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
大
学
に
、
第
三
十
六
条
第
三
項
、
第
三
十
八
条
及
び

第
四
十
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
公
開
講
座
に
つ
い
て
認
定

を
受
け
た
大
学
に
準
用
す
る
。

■
１
０
６
８
頁
「
児
童
福
祉
法
」
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
訂
正
し
て
く
だ

さ
い
。

（
訂
正
前
）

第�

二
条　

全
て
国
民
は
、
児
童
が
良
好
な
環
境
に
お
い
て
生
ま
れ
、
か

つ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
児
童
の
年
齢
及
び
発
達
の
程



度
に
応
じ
て
、
そ
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の
利
益
が
優
先
し

て
考
慮
さ
れ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

②�　

児
童
の
保
護
者
は
、
児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
す
る
こ
と

に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
負
う
。

（
訂
正
後
）

第�

二
条　

全
て
国
民
は
、
児
童
が
良
好
な
環
境
に
お
い
て
生
ま
れ
、
か

つ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
児
童
の
年
齢
及
び
発
達
の
程

度
に
応
じ
て
、
そ
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
最
善
の
利
益
が
優
先
し

て
考
慮
さ
れ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

②�　

児
童
の
保
護
者
は
、
児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
す
る
こ
と

に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
負
う
。

③�　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
保
護
者
と
と
も
に
、
児
童
を
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
す
る
責
任
を
負
う
。

（
株
）
学
陽
書
房


